
９月は「世界アルツハイマー月間」です。
認知症の人やその家族が、住み慣れた
地域で自分らしく暮らし続けるために、
豊田市でも様々な
認知症の理解啓発活動を実施しました。

令和４年度
豊田市アルツハイマー月間
啓発活動報告

トヨタスタジアムライトアップ
（オレンジ色）

豊田市駅ペデストリアン
デッキ横断幕の掲示

とよたおいでんバス
車内広告掲示

・トヨタ生活協同組合デジタルサイネージ・館内放送
・認知症理解啓発ポスター掲示（包括連携協定企業、
トヨタ生活協同組合、認サポ×店舗プロジェクト協力店舗）
・広報とよた 認知症啓発記事の掲載
・「認知症mini動画」の放映（各交流館、医療センター、

高齢者施設等）
・ひまわりネットワーク とよたNOW特集
・市民向け認知症サポーター養成講座・ステップアップ講座の実施

豊田市防災学習センター

豊田市中央図書館
（認知症関連図書コーナー）

老人福祉センター
豊寿園

豊田市役所東庁舎

豊田市福祉センター

認知症理解
啓発ブースの設置

認知症サポーター養成
講座を受講した小学生の声

ピアサポートプロジェクト
～認知症の人とその家族の
声を届けるプロジェクト～

認知症理解啓発イベント
『認知症とともに、生きる』

講演会

その他の取組

豊田市 福祉部 高齢福祉課

260件の声が
集まりました

当事者の声を
聴き、

地域包括支援センター
/認知症カフェ紹介！

多くの方に立ち寄って
もらいました

認知症関連図書の
貸し出し数が
過去最高を記録！

認知症について
学び、

企業の取組を
知りました


